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Cloud Agent 
Windows プロキシを設定する方法 

 
Windows エージェント 1.2 には、軽量の QualysProxy ツールが新しく搭載されており、これを使用すると、

Windows エージェントのプロキシ設定が可能になります。このツールは、システムおよび管理者への ACL（アクセ

ス制御リスト）である Qualys 所有のレジストリパスにプロキシ情報を格納します。認証資格情報は暗号化されて、

エージェントで使用されます。このツールを使用すると、次のオプションが使用できます。 
 

• プロキシのユーザ名およびパスワードといった資格情報を設定する。  
• WPAD が使用できない場合に、PAC ファイルの URL を設定する。 
• エージェントが通信に使用するプライベートプロキシの URL を設定する。 

 
QualysProxy ツールにより、“ netsh winhttp ”は使用されなくなります。“ netsh winhttp ”を使用したエージェントプロ

キシの設定は今後機能しません。これまで“ netsh winhttp ”を使用していた既存のインストール（1.1 以前）に対して

は、QualysProxy ツールを使用してプロキシの再設定を行う必要があります。これは、これまでに他の目的のため

に行ったプロキシ設定をエージェントが間違って引き継ぐことがないようにするためです。 
 
Windows エージェントは、QualysProxy ツールを使用して行ったプロキシの変更を自動で取得するため、サービス

を再起動する必要はありません。  
 
プロキシツールを使用して行った変更を確認するには、次の場所にあるエージェントの log.txt ファイルを参照して

ください。 
C:\ProgramData\Qualys\QualysAgent 
 
XP および Windows Server 2003 では、エージェントの log.txt ファイルは次の場所にあります。  
C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Qualys\QualysAgent 
 
エージェントがクラウドとの通信を試行するたびに、すべての通信エラーがログに記録され、プロキシ設定がアーカ

イブされます。 
 
プロキシツールは、コマンドプロンプトから昇格した権限で実行する必要があります。1 つめの方法では、コマンド

プロンプトのスタートメニュー項目を右クリックします。 

 
 
もう 1 つの方法では、検索/実行スタートメニュー編集コントロールに cmd と入力して、cmd.exe メニュー項目を右ク

リックします。 
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また、コマンドラインインタフェース（CLI）ツールは、システム管理ソフトウェアが実行するシェルスクリプトで使用さ

れることを目的に設計されています。ツールの実行が完了すると、ERROR_LEVEL が、成功の場合は 0（ゼロ）に、

エラーの場合はゼロ以外にそれぞれ設定されます。ウィンドウの UI は、ユーザに表示されません。 
 

QualysProxy のインストール 

QualysProxy ツールおよびプロキシツールの更新は、エージェントがセルフパッチされるときに毎回エージェントに

ダウンロードされます。また、ツールは、手動でインストールする際にも、エージェント設定で配布されます。  
 
プロキシツールは、インストールされると次の場所に格納されます。 
C:\Program Files (x86)\QualysAgent\Qualys\QualysProxy.exe 
 
Windows XP では、次の場所にあります。 
C:\Program Files\QualysAgent\Qualys\QualysProxy.exe 
 

QualysProxy の構文 

QualysProxy [/u <プロキシの URL> [/n <プロキシのユーザ名>] [/p <プロキシのパスワード>] [/a <PAC ファイルの 
URL>]] | [/d] 
 
/u プロキシの URL。設定する場合、/a オプションは設定しないでください。 
/n プロキシへのアクセスに使用するユーザ名。設定する場合、/u オプションを設定する必要があります。 
/p プロキシへのアクセスに使用するパスワード。設定する場合、/u オプションを設定する必要があります。 
/a プロキシの自動設定のための PAC ファイルへの URL パス。設定する場合、/u オプションは設定しないでください。 
/d Qualys クラウドエージェントのプロキシ設定をすべて削除します。 
 
注記: 
引数にスペースが含まれる場合、その引数を囲み文字で囲んでください。 
引数に " 文字が含まれる場合、その文字の前にバックスラッシュ（\）を付けてください。 
 

QualysProxy の例 

次の例は、プロキシとポート番号の設定方法を示しています。 
QualysProxy /u http://my-proxy:12345 
 
次の例は、プロキシの資格情報に従って、プロキシ（デフォルトのポート: xxx）を設定する方法を示しています。 
QualysProxy /u http://my-proxy /n ProxyUsername /p ProxyPassword 
 
次の例は、WPAD を使用した検出を許可する代わりに、エージェントが直接 PAC ファイルを使用するよう指定す

る方法を示しています。 
QualysProxy /a http://my-pac-file-server/QualysAgent.pac 
 
次の例は、PAC ファイルで使用する資格情報を指定する方法を示しています。資格情報は、作成されるプロキシ

の URL に渡されます。 
QualysProxy /n ProxyUsername /a ProxyPassword /a http://my-pac-file-server/QualysAgent.pac 
 


